
思いに応えて「ぶどう贈呈式」「ぶどう給食」!!
7 月 16 日（火）西部営農センターぶどう部会本沢支部長 三浦

克裕 様、JA 山形南支店長 布施喜伸 様をはじめ４名の方にお

越しいただき 昭和 37 年から始まった「第 63 回ぶどう贈呈式」

と「ぶどう給食」を実施しました。今年度も、JA 様をはじめ、６

年生にぶどう栽培を教えてくださっている「今野様」「千葉様」、

地域の「高橋様」「(株)やまぐち農園様」からたくさんぶどうをい

ただきました。

伝統あるこの取組の「願い」として

ž みんなに本沢のぶどうを食べて元気に成長してほしい

ž 地域の特産物である「ぶどう」を大切に育てていらっしゃ

る方々のことを知ってほしい（勤労の尊さ）

ž 大人になっても、「本沢」のことをぶどうを通してしっかり

心に留めてほしい（ふるさと）

といったことを子供たちに伝えたところです。

「本沢の大地の恵み」と「育てられた方々の思い」のつまった「ぶ

どう」を美味しくいただきました。ありがとうございました。

みんなでがんばる目標シリーズ「力をあわせて」
（校長講話より）

本沢小学校のがんばることの３つ「思いやり・まねしてかしこ

く・力をあわせて」についてシリーズでお話する３回目として、

「力をあわせて」について次のようにお話をしました。

これは本沢小学校のみなさんが得意な力のひとつです。得意だ

から、さらに伸ばしていきたいので目標にしています。勉強もス

ポーツも生活も学校では力をあわせることで「楽しく よりよく

暮らす」ことができます。力をあわせると一人ではできないこと

ができます。力をあわせると勇気も出ます。学校は力をあわせる

には、とてもいい場所です。

広い学校をみんなで分担して掃除すること、ぶどうや畑の野菜

に交代で水やりをして育てること、当番活動や委員会活動に忘れ

ずに取り組むこと、きまりやルールを守って生活することなど、

力をあわせると、一人ではできないこと、一人ではくじけてしま
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うこと、一人では誘惑に負けてしまうこともがんばることができ

ます。お家の中で、家族の仕事を分担することも力をあわせるこ

とですね。力をあわせると力をあわせた友だち同士、仲良くなっ

たり仲が深まったりするといった気持ちになったみなさんもた

くさんいたことでしょう。また、勉強したことの中から、例えば

理科の力と国語の力をあわせて、総合で調べ学習をすることも

「力をあわせて」ですね。

「思いやり」「まねしてかしこく」「力をあわせて」について、お

話をしてきましたが、一学期どんな場面でがんばることができた

か、ふりかえってみましょう。きっとたくさん見つけられますよ。

（終業式）夏休み、ご家庭でも話題にしてみてください。

学校評価に向けて
～以下の項目で12月に評価をお願いします～

今年度も保護者の皆様、地域の皆様から、学校教育について、

ご理解とご協力をいただきながら教育活動を進めております。12

月には、子供の成長を確認しながら次年度の教育課程編成の準備

を進めるため『学校評価』をお願いする予定です。これまで父母と教師の会総会や学校だ

より等で、今年度「がんばること」についてお伝えしてまいりました。それらを踏まえて、

以下の項目で評価いただく予定ですので、事前にお知らせいたします。

『学校評価項目（12 月実施予定）』

※上記項目を５段階評価で評価いただきます。自由記述欄も設けますので、子供たちの姿

をもとに、学校経営に関し、ご意見をお寄せください。

思いやり
自分から進んであいさつをすることができる。

友だちや家族の存在を尊重し、「いのち」を大切にすることができる。

まねして

かしこく

先生や家族のお手本、教科書や資料から適切に「情報を得て、それを生

かして学ぶ」ことができる。

前に学習したことや経験を基に「つなげて考える」ことができる。

友だちのよいところを参考にして、自分の考えを確かなものにすること

ができる。

力をあわせて
家庭や学校生活の約束、交通や社会生活のルールを守ることができる。

自分の役割を自覚し、仕事を分担して活動することができる。

タブレットの活用
学年に応じてタブレット及び教育ソフトを活用し、効果的に学習を進

め、理解を深めている。

8・9月の主な予定
※ 夏休み 8月 27 日まで

8月 28 日（水）２学期始業式

29 日（木）身体計測

9月 12 日（木）就学時健診

17 日（火）～20 日（金）個人面談

24 日（火）運動会結団式

25 日（水）社会科見学（3

年）

『学校教育目標』豊かな心をもち（思いやり）

かかわりを大切にしながら（まねしてかしこく）

共に生きる喜びを感じる子供（力をあわせて）


